
支援証明書 試行運用の概要（案）

資料３
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１．マッチングについて①

保全活動実施主体

所有者・管理者

②被支援者
応募

①被支援者
募集

事務局

支援者

30by30アライアンスメンバー等

③支援先サイト
希望調査

①支援者
募集

②支援者
応募

④希望調査
回答

⑤マッチング
組合せ検討

⑥マッチング
結果通知

⑥マッチング
結果通知

保全活動実施主体

所有者・管理者

①募集情報
提供

ポータルサイト
（マッチングページ）

支援者

30by30アライアンスメンバー等

昨年度のマッチング 今年度以降のマッチング

③掲載情報
閲覧

• サイト概要
• 認定価値
• 保全計画

• サイト紹介動画
• 求める支援の概要

等

⑤担当者に
連絡

事務局

④適宜
相談

④適宜
相談

◼ 昨年度の試行は、事務局がサイト管理者と支援者候補の間に入る形でマッチングの組合せを検討した。
◼ 今年度は、令和７年度以降の本格運用を見据え、30by30ポータルサイト上に、マッチング用のページを開設し、

当該ページに保全活動実施主体が情報を掲載し、支援者がそれを確認し、保全活動実施主体に自ら連絡する
形でマッチングを行う。

②募集情報
掲載
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１．マッチングについて②

◼ 今年度の試行運用においては、30by30ポータル上に、支援を希望する自然共生サイトの一覧を掲載する。掲
載情報は週次での更新を想定しており、被支援者からの情報提供があり次第、随時掲載する。

◼ 支援者はマッチングしたい相手がいたら、事務局に連絡し、事務局より被支援者の連絡先を入手した上で、その
後はお互いに連絡調整をしていただく、自律的なマッチングの仕組みを構築する。

サイト情報、
求める支援等を記載

支援希望サイト一覧はこちら

担当者の
連絡先を記載

マッチングページイメージ
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◼ 支援証明書（試行版）の発行申請までに想定される３パターンを例示した。昨年度・今年度のマッチングへの参加は
必須ではなく、既に支援実績があれば発行申請を行うことができる。

◼ 今年度の試行においては、おそらく下図①②の方々からの申請が主になると思われる。

①支援実績あり
※マッチングへの
参加は問わない

③支援先・支援者が
決まっていない

④マッチングサイトで
支援先・支援者を見つける

⑤支援内容の検討

⑥支援の実施

⑦支援証明書（試行版）の発行申請（９月～1月）

②支援先・支援者が
確定済み

※R5マッチング参加者含む

支援証明書発行申請までのパターン

・申請期間を長めに確保。
・申請受付と発行可否の
判断は同時進行で実施。

２．発行申請について①
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２．発行申請について②

◼ 支援証明書の発行申請はオンラインで行うものとする。
（今年度の試行においては、30by30ポータル等に申請用のページを作成し受け付ける）

発行申請書の提出・受領の流れ

発行機関支援者

When
支援実績ができたタイミング
（過去の実績も可）

Who 支援者が発行機関に情報を提出

What
①支援証明書発行申請書
②支援事実の証憑
③被支援者等の連絡先

How オンラインのフォームを使用予定

支援事実の確認を誰に行うべきかを
支援者側で事前に調整いただき
担当者の連絡先を提出いただく。
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３．支援証明書の申請書記載様式と記載要領について

◼ 申請に際し、支援者には左図のような申請書の記載様式に必要事項を記入し、提出いただく想定。
◼ また、その際は右図の記載要領を参照しながら、記載いただくことを想定。各項目の記載事項の説明や記入時の留意

点等を示す。
※「参考資料２ 支援証明書発行申請書（素案）」、「参考資料３支援証明書申請書 記載要領（素案）」を参照

発行申請書 記載様式 記載要領
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記載項目 記載事項

支援サイト
情報

概要 ・支援先の自然共生サイト/活動計画に関するサイト名称、
所在地等の概要
※ 活動計画の場合：維持、回復、創出のいずれを目的とす
るサイトか

認定基準
／目標

・自然共生サイトの場合：認定された基準を転記
・活動計画の場合  ：認定された目標を転記

認定内容 ・自然共生サイトの場合：管理計画・モニタリング計画の内容
・活動計画の場合  ：活動内容

支援内容
インプット （例）金銭的支援：100万円寄付

アクティビティ （例）外来種駆除：〇人日分

支援期間
支援者及び被支援者間で合意した支援期間
（予定もしくは実績）

本支援証明書の有効期間 支援証明書の効力発行日から有効期限までの期間

ロジックモデル インプット~アウトカム、GBFターゲットとの関連性を記載

特記事項（任意）
✓ 支援によるアウトカム（自然共生サイト/活動計画で認定
された活動に関連するもの以外）

✓ 本業との関連、支援者の知見 等

４．支援証明書（試行版）の記載内容 及び 試行版の扱いについて

◼ 支援証明書（試行版）の記載内容及び発行する支援証明書（試行版）イメージは以下のとおり。
◼ 昨年度の検討においては、ロジックモデルあり（Ⅰ型）とロジックモデルなし（Ⅱ型）の両方を設定する方針としていた

が、資料２の論点も踏まえて、ロジックモデルを必須の記載項目として設定する方針としてはどうか。
◼ なお、今年度発行するのはあくまでも試行版であり、取得者は本格運用開始後には改めて発行申請が必要。ただし、

試行版の支援証明書も、実質的には発行に必要な確認は終えていると考え、申請の省力化や事務手数料の徴収
を免除するなど、合理的かつ効率的に取り扱うこととしたいと考えている。

支援証明書（試行版）の発行イメージ

証明書番号1234567
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Ⅰ型（ロジックモデルあり） Ⅱ型（ロジックモデルなし）

記載内容 左記の内、ロジックモデル以外

〇 支援サイトの情報
〇 支援内容
〇 支援による貢献内容
〇 ロジックモデル
△ 別紙（特記事項）
※〇：必須、△：任意

主な確認
ポイント

左記の内、以下の観点以外
• ロジックモデルが成立しているか（確からしいか）

• 支援が実施されたことの事実
• 支援が自然共生サイトにおける活動に費やされ

たことの事実
• その活動が自然共生サイトに認定された価値の

維持・向上につながるか
• ロジックモデルが成立しているか（確からしいか）
※その他、提出いただいたレポート等により、別紙
（特記事項）に記載の内容が証明されているか

発行時の
事務手数料

1万円程度10万円程度

審査機関・
発行機関

環境省
※ロジックモデル、別紙の記載項目の設定により外部審査の必要性は今後検討

◼ 一型（ロジックモデルあり）、Ⅱ型（ロジックモデルなし）について、記載内容等を以下に整理。
◼ 審査事項に係る事務に差分が生じるため、手数料に差をつけることも検討していく。

支援事実の
確認

支援証明書の有効期間に応じて定期的に実施
※支援事実の確認の費用については今後検討

【参考】昨年度の検討：ロジックモデルあり、なしの差異について
R5検討会、

WG資料の再掲
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基本の記載事項（支援者が作成し、支援証明書発行機関にて証明する内容）

①サイトの情報

サイト名称：XXX公園 / サイト所在地：東京都XX区YYY /面積（サイト全体）：XXX ha
統治責任者情報：XXX
管理責任者情報：XXX
管理方法・機関：XXX

②支援内容

提供する支援の概要：XXXX

支援金額：￥1,000,000 ※例えば、金銭的支援を行った場合に記載。

支援期間：令和6年度～8年度

③支援による貢献内容（支援が自然共生サイトの認定基準に係る価値の維持・向上に寄与するこ
とのロジック）※一部、ロジックモデルまで記載(記載する場合次ページに記載)

XXXX
XXXX
XXXX

本
紙

別
紙

特記事項（支援者が任意で作成する内容）

生物多様性地域戦略等における公的位置づけ
地域課題の解決に係る貢献内容（支援によるアウトカム等）
サイト内で実施されているプロジェクトの具体的内容（管理体制、方法等）
本業との関連、支援者の知見、技術の支援 等

記載必須
(黄色ハイライトの項を記入ください)

記載任意

【参考】昨年度の支援証明書様式 1/2 本紙・別紙（支援者が入力）
R5検討会、

WG資料の再掲
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ケ
ー
ス
１

インプット

XXX XXX

アクティビティ

XXX

アウトプット

XXX

アウトカム

XXX

GBFターゲットとの
関連性

XXX

XXX

ケ
ー
ス
２

XXX XXX XXX XXX XXX

【参考】昨年度の支援証明書様式 2/2 ロジックモデル（支援者が入力）

◼ 支援証明書を情報開示等に活用したいご意向がある場合には、支援による貢献内容をロジックモデルにして記載いた
だく様式も準備し、活用目的にあわせて、任意で作成いただく。

記載任意

R5検討会、

WG資料の再掲
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５．申請書類の確認及び発行可否の判断について

◼ 支援証明書（試行版）の発行に際して、発行可否の判断は、発行機関（環境省）で実施することを想定。
◼ その中で、判断に関するポイント等について、適宜有識者の方々に助言をいただくことを想定している。
◼ 今年度は、WG・検討会委員に、試行で申請があった支援証明書の発行可否に関する判断等について報告し、

その観点等について、ご助言をいただくこととしたい。

支援証明書（本紙）における確認事項 特記事項（別紙）のチェックポイント

✓ 発行対象となる支援か
✓ 支援が実施された事実
✓ 支援により活動が実施された事実
✓ ロジックモデルが確からしいか
（インプット～アウトカム、アウトカムとGBFターゲットとの関連性が
自然共生サイト又は増進法の認定内容と整合が取れているか）

✓ 特記事項の記載内容が支援に関連
する内容となっているか、裏付け資料
が添付されているか

◼ なお、支援により活動が実施された事実までを確認するプロセスとしては、以下のフローを想定している。
（支援者は、発行申請書と併せて支援事実を証明する資料も提出し、それを基に発行機関が事実確認し、被支援者にも確認する。）

支援者

被支援者

発行機関

発行申請書・
支援事実証明
資料の提出

提出書類の
確認

チェックリストの
送付

チェックリストの
記入

チェックリスト・
用途証明の
確認

用途証明資料
の提出

・金銭的支援の場合：振込証明書

・金銭的支援以外の場合：活動レポート

支援者の提出情報の確から
しさを確認するためのチェック
リストを作成し送付

・金銭的支援の場合：用途証明書

・金銭的支援以外の場合：活動レポート
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（参考）支援証明書発行時の確認事項

自然共生サイト

②保全活動を実施

（工数・資金を費やす）

③自然共生サイトの認定基準に繋がる価値の維持・向上

自然共生サイトの認定基準

①境界・名称に関する基準 / ②ガバナンスに関する基準
③生物多様性の価値に関する基準 / ④活動による保全効果に関する基準

保全活動実施主体 支援者

①支援の実施

①支援が実施された

②支援が保全活動に
活用された

③認定された価値の
維持向上に
繋がった

支援証明書発行機関

④支援証明書の発行申請
⑤青枠について確認する

（詳細はスライド下部参照）

⑥支援証明書の発行

支
援
証
明
書
の
発
行
フ
ロ
ー

支
援
証
明
書
発
行
時
の
確
認

確認事項 確認ポイント

• 支援が実施されたことの事実

• 支援が保全活動に費やされたことの

事実

• 保全活動が認定された価値の維持

・向上につながることのロジック

確認方法

• 保全活動実施主体へのヒアリング等

による確認

（支援者・被支援者間で合意がな

されていることを前提とする）

◼支援証明書の発行フローと支援証明書発行機関における確認事項について整理した。

R5検討会、

WG資料の再掲
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６．ロジックモデルの記載内容について

◼ 昨年度のWGの議論を踏まえ、ロジックモデルの各記載項目は下表の記載事項に沿って記載いただく方針。
◼ ロジックモデルの記載要領については、次回ご確認いただきたい。

GBFターゲット
との関連性アウトカムアウトプットアクティビティインプット

建築資材として

木材を購入

（ヒノキXX本、

杉XX本等）

施工材料

として利用

国産材を使った

商業施設

（木材資料量10

立方メートル）

当該地域におけ

る植林事業

の継続

GBF

ターゲット10へ

の貢献

当該地域の林業

関係者の雇用維

持

当該地域の

自然資本価値の

維持・創出

ロジックモデルの記載 記載事項 必要な証憑

インプット アクティビティで消費・活用する自社の資源（人・モノ・
金・情報）を記載（可能な限り数量を示す）

インプットの事実を示す証憑
（振込証明等）

アクティビティ インプットを活用して実施するアクティビティを記載（支援
を行った自然共生サイト又は増進法で認定されている活
動を記載）

物品購入時の領収書・
活動レポート等

アウトプット アクティビティの活動実績/量を記載 支援証明書は左記の事実
を証明するものではないと整
理。証憑は不要。
（詳細は後述）

アウトカム 一連の活動による成果を記載（必要に応じて、１次、
２次、３次に分けて記載）

GBFターゲット
との関連性

アウトカムに関連するGBFターゲットを記載


	スライド 0: 支援証明書 試行運用の概要（案）
	スライド 1: １．マッチングについて①
	スライド 2: １．マッチングについて②
	スライド 3: ２．発行申請について①
	スライド 4: ２．発行申請について②
	スライド 5: ３．支援証明書の申請書記載様式と記載要領について
	スライド 6: ４．支援証明書（試行版）の記載内容 及び 試行版の扱いについて
	スライド 7: 【参考】昨年度の検討：ロジックモデルあり、なしの差異について
	スライド 8: 【参考】昨年度の支援証明書様式 1/2 本紙・別紙（支援者が入力）
	スライド 9: 【参考】昨年度の支援証明書様式 2/2 ロジックモデル（支援者が入力）
	スライド 10: ５．申請書類の確認及び発行可否の判断について
	スライド 11
	スライド 12: ６．ロジックモデルの記載内容について

